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特集

の
事
例
で
も
、
報
道
に
よ
れ
ば
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の

強
み
は
引
き
続
き
両
社
間
で
共
有
さ
れ
る

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
経

営
や
事
業
運
営
の
独
立
性
を
高
め
な
が
ら

も
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
保
有
し
た
ほ
う
が

価
値
を
生
み
や
す
い
機
能
は
維
持
す
る
と

い
う
考
え
方
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

分
社
化
の
設
計
に
お
い
て
問
わ
れ
る
の

は
、「
独
立
さ
せ
た
ほ
う
が
、
価
値
が
高
ま

る
機
能
は
何
か
」「
グ
ル
ー
プ
で
束
ね
た
ほ

う
が
、
価
値
が
高
ま
る
機
能
は
何
か
」を

見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
営
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

は
切
り
出
す
一
方
で
、生
産
機
能
は
残
す
。

事
業
運
営
は
独
立
さ
せ
る
一
方
で
、
知
財

や
研
究
開
発
の
一
部
は
共
有
す
る
。
実
務

上
の
論
点
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
単
位
で

の
設
計
に
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
設
計
思
想
は
手
法
選
択

に
も
表
れ
る
。
ア
シ
ッ
ク
ス
は
資
本
を
分

離
せ
ず
、
１
０
０
％
子
会
社
化
と
い
う
手

法
を
選
択
し
た
。
こ
れ
は
、
資
本
の
独
立

で
は
な
く
経
営
の
独
立
を
実
現
し
た
い
と

い
う
目
的
と
整
合
し
た
選
択
と
捉
え
ら
れ

る
。
目
的
が
先
に
あ
り
、
手
法
が
後
か
ら

従
う
。
本
件
は
、
そ
の
対
応
関
係
を
考
え

る
う
え
で
示
唆
に
富
む
事
例
で
あ
る
。

次
章
で
は
目
的
と
手
法
の
対
応
関
係
を

体
系
的
に
整
理
し
て
い
き
た
い
。

資
本
の
独
立
度
と
経
営
の
独
立
度
の
２
軸
で
整
理

目
的
別
に
考
え
る
分
社
化
手
法

の
使
い
分
け

第３章
【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
分
社
化
の
手
法
は「
資
本
の
独
立
度
」と

「
経
営
の
独
立
度
」と
い
う
２
軸
で
整
理

で
き
、社
内
分
社・パ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ン

オ
フ・フ
ル
ス
ピ
ン
オ
フ・カ
ー
ブ
ア
ウ

ト・
子
会
社
上
場
の
5
類
型
に
分
か
れ

る
。

●
重
要
な
の
は
制
度
の
違
い
を
覚
え
る
こ

と
で
は
な
く
、自
社
が
ど
の
独
立
性
を

目
指
す
の
か
を
先
に
定
め
る
こ
と
で
あ

る
。

●
分
社
化
は
一
度
で
完
結
さ
せ
る
必
要
は

な
く
、段
階
的
に
独
立
性
を
高
め
て
い

く
経
路
と
し
て
設
計
で
き
る
。

２
つ
の
軸
で
考
え
る

分
社
化
の
手
法
は
多
岐
に
わ
た
る
。
会

社
分
割
に
よ
る
社
内
分
社
、
子
会
社
株
式

の
一
部
売
却
、
株
式
分
配
に
よ
る
ス
ピ
ン

オ
フ
、
パ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ン
オ
フ
、
子
会

社
上
場
、
合
弁
化
。
そ
れ
ぞ
れ
会
社
法
・

税
務
・
会
計
上
の
処
理
が
異
な
り
、
全
体

像
の
把
握
は
容
易
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
手
法
は
、
２
つ
の
軸
で
整
理

す
る
と
全
体
像
を
掴
み
や
す
い
。
横
軸
に

「
資
本
の
独
立
度
」、
縦
軸
に「
経
営
の
独

立
度
」を
取
っ
た
マ
ト
リ
ク
ス
で
あ
る（
次

頁
図
表
１
）。

資
本
の
独
立
度
と
は
、
親
会
社（
元
親

会
社
）が
そ
の
事
業
に
対
し
て
保
有
す
る

持
分
の
水
準
で
あ
り
、
１
０
０
％
保
有
か

ら
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
持
分
の
残
存
、
完
全
分

離
ま
で
連
続
的
に
変
化
す
る
。
一
方
、
経

営
の
独
立
度
と
は
そ
の
事
業
体
が
自
ら
の

意
思
で
経
営
上
の
意
思
決
定
を
行
え
る
度

合
い
で
あ
り
、
取
締
役
会
の
構
成
、
投
資

決
裁
権
限
、
人
事
権
、
資
金
調
達
の
自
由

度
な
ど
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

こ
の
２
軸
が
独
立
の
概
念
で
あ
る
こ
と

が
実
務
上
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
資
本

を
１
０
０
％
握
っ
た
ま
ま
経
営
の
独
立
度

を
大
き
く
高
め
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
逆

に
、
資
本
を
分
離
し
た
は
ず
な
の
に
経
営

へ
の
関
与
が
残
り
続
け
る
こ
と
も
あ
る
。

分
社
化
の
設
計
と
は
、
こ
の
平
面
上
の
ど

こ
に
事
業
を
置
く
か
を
決
め
、
そ
こ
に
至

る
経
路
と
し
て
最
適
な
手
法
を
選
ぶ
作
業

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

議
論
の
前
提
と
し
て
、
会
社
分
割
の
道

具
立
て
を
整
理
し
て
お
く
。
既
存
の
会
社

に
事
業
を
承
継
さ
せ
る
吸
収
分
割
と
、
新

設
会
社
に
承
継
さ
せ
る
新
設
分
割
が
あ

り
、
対
価
の
株
式
を
分
割
会
社
自
身
が
受

け
取
る
分
社
型
分
割（
子
会
社
化
の
器
）

と
、
分
割
会
社
の
株
主
に
交
付
す
る
分
割

型
分
割（
兄
弟
会
社
化
や
ス
ピ
ン
オ
フ
の

器
）と
に
分
か
れ
る
。
本
章
の
各
類
型
は
、


